
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ラ
オ
ケ
の
日

全
国
の
カ
ラ
オ
ケ
ス
タ
ジ
オ
経
営
者
で
組
織
す
る
日

本
カ
ラ
オ
ケ
ス
タ
ジ
オ
協
会
が
制
定
し
た
。
九
月
第
二

土
曜
日
が
、
学
校
五
日
制
導
入
後
最
初
の
土
曜
日
休
日

だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
カ
ラ
オ
ケ
で
過
ご
す
楽
し

い
時
間
が
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
家
族
団
ら
ん
と
と
も
に
演
歌
や
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
各
世
代
で
流
行
し
た

歌
を
知
る
よ
い
機
会
に
も
な
り
そ
う
。

（
小
）

「
な
ぜ
無
診
察
投
薬
を
認
め
て
く

れ
な
い
の
か
」「
定
期
検
査
が
多
す

ぎ
る
の
で
は
」
#
。
町
内
各
地
で
毎

年
実
施
し
て
い
る
「
健
康
ナ
イ
ト
ス

ク
ー
ル
」
で
、
藤
沢
町
民
病
院
の
開

設
当
初
、
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
ク
レ

ー
ム
で
す
。

７
年
連
続
で
黒
字

健
康
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
は
、
患
者

の
た
め
の
医
療
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
医
療
や
介
護
の
理
想
な
ど
を
地

域
住
民
と
語
り
合
お
う
と
始
ま
り
ま

し
た
。
過
疎
地
の
医
療
を
守
る
た
め

に
は
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
だ
け

で
な
く
、
住
民
の
理
解
と
支
援
が
欠

か
せ
な
い
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
交
流
を
続
け
る
こ
と

で
、
互
い
に
理
解
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
最
近
で
は
ク
レ
ー
ム
も
減
少

し
、
住
民
か
ら
の
寄
付
が
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。
病
院
は
七
年
間
、
連

続
し
て
黒
字
経
営
を
続
け
て
い
ま

す
。私

は
自
治
医
大
を
卒
業
し
て
、
出

身
の
岩
手
県
に
戻
り
沿
岸
部
に
あ
る

二
つ
の
県
立
病
院
で
十
三
年
間
、
内

科
医
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
佐
藤
守
・
前
藤
沢
町
長
か
ら
、

医
療
過
疎
か
ら
脱
却
し
、
高
齢
で
も

安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
す
る

た
め
病
院
を
つ
く
り
た
い
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
情
熱
に
圧
倒
さ

れ
、
医
療
を
中
心
に
予
防
や
介
護
を

支
援
す
る
新
し
い
医
療
を
目
指
し

て
、
藤
沢
町
に
移
り
ま
し
た
。

完
全
予
約
制
外
来

一
九
九
三
年
に
藤
沢
町
民
病
院
を

開
設
。
そ
の
後
、
老
人
保
健
施
設
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
町
に
は
他
に
医
療

機
関
は
な
く
、
住
民
の
命
を
守
る
と

り
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
は
五

十
四
床
と
小
さ
い
の
で
す
が
、
医
師

は
七
人
い
て
、
病
棟
外
来
の
ほ
か
、

百
五
十
世
帯
の
訪
問
医
療
や
、
老
人

施
設
の
医
療
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
地
域
と
時
代
に
合
っ
た

医
療
を
提
供
し
よ
う
と
、
新
し
い
試

み
も
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
糖

尿
病
の
た
め
の
健
康
増
進
外
来
で

す
。
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
を
変
え
る

こ
と
で
、
健
康
な
一
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
生
活
習
慣
を
変
え

る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
完
全
予
約
制
で
担
当

看
護
師
を
固
定
し
た
外
来
を
始
め
ま

し
た
。

患
者
さ
ん
の
日
常
生
活
を
一
緒
に

振
り
返
る
た
め
、
少
な
く
て
も
一
時

間
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

自
身
が
行
動
目
標
を
決
め
、
守
れ
る

よ
う
に
看
護
師
と
医
師
が
支
援
し
ま

す
。
そ
れ
ま
で
改
善
し
な
か
っ
た
患

者
さ
ん
も
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の

診
断
と
治
療
や
、
冠
動
脈
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
断
層
撮
影
（
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
、

新
し
い
医
療
技
術
も
積
極
的
に
導
入

し
て
い
ま
す
。

今
、
地
方
の
特
に
公
的
医
療
の
崩

壊
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
制

度
論
的
な
議
論
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
診
察
室
の
医
師
対
患
者
の
問

題
に
限
定
せ
ず
、
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
大
切
な
財
産
、
文
化
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
、
医
療
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
次
回
予
定
は
徳
島
県
）

医
療
は
地
域
の
財
産
、文
化

さ とう もと み

佐藤 元美 ２期生、1979年卒

県国保藤沢町民病院
【私の勤務地】藤沢町は岩手県最南端に位置し、人

口は約１万人。岩手県国保藤沢町民病院事業として、
町民病院、老人保健施設、特別養護老人ホーム、訪問
看護ステーション、認知症グループホーム、デイサー
ビスセンター、在宅介護支援センターが一体的に運営
されている。

医療や介護の理想などを話し合う地域住民との「健康ナイトスク
ール」

岩手県

厚
生
労
働
省
は
生
活
習
慣
病
対
策
や

長
期
入
院
の
是
正
な
ど
中
長
期
的
な
医

療
費
適
正
化
を
目
指
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
国
民
レ
ベ
ル
の
禁
煙
に
着
目

し
た
、
健
康
診
断
と
保
健
指
導
の
実
施

を
医
療
保
険
者（
国
保
・
被
用
者
保
険
）

に
義
務
付
け
ま
し
た
。

二
○
○
八
年
四
月
か
ら
は
、
四
十
歳

以
上
の
被
保
険
者
と
被
扶
養
者
を
対
象

に
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
健

診
お
よ
び
保
健
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
の
調
べ
で
は
四
十
#
七
十
四
歳
の

男
性
二
人
に
一
人
、
女
性
五
人
に
一
人

は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
が
強
く
疑
わ
れ
、
総

数
は
九
百
四
十
万
人
、
予
備
軍
は
千
二

十
万
人
、
合
わ
せ
て
千
九
百
六
十
万
人

が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
そ

の
予
備
軍
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
が
将
来
の
動
脈
硬
化

に
よ
る
病
気
を
起
こ
す
危
険
が
特
に
高

い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
職
場
や
地
域
の
健
診
で

は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
、
ま
だ
予

備
軍
の
間
は
書
面
で
の
注
意
が
な
さ
れ

る
だ
け
で
、
発
病
し
た
人
だ
け
が
二
次

検
診
と
医
師
の
指
導
や
治
療
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

今
後
は
最
初
か
ら
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径

を
測
定
し
、
血
糖
、
血
圧
、
脂
質
の
異

常
が
境
界
域
で
も
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
基
準
に
合
え
ば
生
活
習

慣
改
善
の
た
め
の
保
健
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
病
気
に
な
る
の
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
予
備
軍
を
探
し
出
し

て
薬
が
必
要
に
な
る
前
に
生
活
習
慣
の

改
善
で
正
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
針
に

変
わ
る
わ
け
で
す
。

健
康
保
険
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で

病
気
の
予
防
と
か
予
備
軍
の
指
導
と
い

う
部
分
に
あ
ま
り
お
金
を
使
っ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
方
針
の
転
換
に
よ
り
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
の
よ
う
に
い
っ
た
ん

か
か
れ
ば
重
病
で
、
し
か
も
た
く
さ
ん

の
医
療
費
が
か
か
り
、
働
き
盛
り
の
大

切
な
人
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
国
家

的
な
問
題
を
回
避
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
、
い
ず
れ
は
国
民
医
療
費

の
削
減
に
も
な
る
わ
け
で
す
。

個
人
に
と
っ
て
も
、
知
ら
ぬ
間
に
動

脈
硬
化
が
進
ん
で
あ
る
日
突
然
心
臓
発

作
で
倒
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
極
め
て

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
つ
ら
い
出
来
事
が
少

し
で
も
減
っ
て
い
く
な
ら
、
こ
の
制
度

を
十
分
に
活
用
し
て
い
く
意
味
が
あ
り

そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
検
査
値
の
異
常
さ
え
出

な
け
れ
ば
健
康
と
思
っ
て
い
た
皆
さ

ん
、
今
後
は
新
制
度
の
健
診
で
指
摘
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
過
食
を

避
け
、
運
動
も
よ
く
し
て
内
臓
脂
肪
を

た
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
今
最

も
求
め
ら
れ
る
健
康
法
だ
と
い
う
こ
と

に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ

の
準
備
期
間
は
今
年
い
っ
ぱ
い
で
す
。

早
速
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

（
中
島
弘
・
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン

タ
ー
特
別
研
究
員
）

病気の発見から予防へ変変わわるる健健康康診診断断
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イ
ラ
ス
ト

田
代
ま
き

!進行による分類は。
「症状が治まって安定状

態にある寛解と再発を繰り
返す『再発・寛解型』が、
日本では大半を占めます。
再発・寛解型から移行し寛
解のときにも症状が進行す
る『２次進行型』と、再発
・寛解が初めからはっきり
せず慢性的に悪化する『１
次進行型』もあります。再
発・寛解型での再発の間隔
は人によって違い、１年に
数回の人もいれば、２０年た
って再発する人もいます」
!治療法は。
「現在のところ、根本的

な治療法はありません。発
症・再発してすぐの急性期
の治療は、ステロイドパル
ス療法で、１日１2のメチ
ルプレドニゾロンを３!５
日連続で点滴し、炎症と免
疫を抑えます。重症の場合
には入院が必要で、血液を
浄化する血漿（けっしょう）

交換や免疫吸着療法、場合
によって免疫抑制剤や免疫
グロブリンの投与などを行
います」
!寛解期には。
「再発までの期間を延ば

し、病状の進行をできるだ
け抑える目的で、免疫のバ
ランスを調整するインター
フェロン治療を行います。
自分で、または家族に注射
してもらう自己注射が認め
られており、１日おきに皮
下に注射するインターフェ
ロンベータ１ｂ（ベタフェ
ロン）に加え、週に１回筋
肉注射する１ａ（アボネッ
クス）も登場しました。秋
にはＦＴＹ７２０という新
薬の治験（臨床試験）が国
内でも始まる見通しです」
!治療開始のタイミング

は。
「欧米では、多発性硬化

症（ＭＳ）の診断基準を完
全に満たす前にインターフ
ェロン治療を始めた方が再
発が少なく、日常生活のレ
ベルが悪くならなかった、
ＭＳと診断されることが少
なくなった、という結果が
出ています。早期診断とと
もに早期治療、再発予防が
重要なのです」
（横山和正・順天堂大講師）

早
期
治
療
、再
発
予
防
が
重
要

多多
発発
性性
硬硬
化化
症症
●●３

片
瀬
一
男
東
北
学
院
大
教
授

は
、
日
本
性
教
育
協
会
が
一
九

七
四
年
か
ら
行
っ
て
い
る
「
青

少
年
の
性
行
動
全
国
調
査
」
の

分
析
結
果
を
報
告
。
「
一
九
九

○
年
代
か
ら
は
女
子
の
性
行
動

が
活
発
に
な
り
、
男
女
差
が
な

く
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
携
帯
電
話
の
普
及
な
ど
社

会
環
境
の
影
響
も
大
き
い
」
と

指
摘
し
た
。

●
30
年
デ
ー
タ
蓄
積

同
調
査
は
全
国
の
中
学
、
高

校
、
大
学
な
ど
で
ほ
ぼ
六
年
ご

と
に
五
千
人
規
模
で
実
施
し
、

最
新
の
調
査
は
二
○
○
五
年
で

三
十
年
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
蓄

積
が
あ
る
。

高
校
、
大
学
生
の
性
の
経
験

率
は
一
九
七
四
年
か
ら
九
九
年

ま
で
増
え
続
け
、
男
子
が
女
子

よ
り
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
九

九
年
と
二
○
○
五
年
を
比
較
す

る
と
大
学
男
子
は
-
％
か
ら
,

％
、
高
校
男
子
は
い
ず
れ
も
(

％
で
、
そ
れ
ぞ
れ
横
ば
い
。
一

方
で
大
学
女
子
は
+
％
か
ら
,

％
、
高
校
女
子
は
&
％
か
ら
)

％
と
な
り
、
男
女
の
差
が
な
く

な
っ
た
。

ま
た
○
五
年
の
調
査
で
は
、

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
利
用
が
多

い
ほ
ど
性
的
行
動
が
活
発
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

●
男
子
の
意
識
変
革

村
瀬
幸
浩
一
橋
大
講
師
は

「
性
行
動
で
男
子
が
能
動
的
、

女
子
が
受
動
的
と
い
う
構
造
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ
な
ど
で
偏
っ
た
性
知
識

を
得
や
す
い
男
子
の
意
識
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と

訴
え
た
。

小
野
寺
昭
一
慈
恵
医
大
教
授

は
性
感
染
症
の
実
態
を
報
告
。

「
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
無

症
候
性
の
感
染
者
が
多
い
」
と

指
摘
し
た
。
約
五
千
人
の
高
校

生
の
調
査
で
は
、
女
子
%
％
、

男
子
７
％
が
無
症
候
性
ク
ラ
ミ

ジ
ア
に
感
染
し
て
い
た
。

厚
生
労
働
省
研
究
班
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
自
宅
で
検

査
し
た
い
」「
親
に
知
ら
れ
た

く
な
い
」「
携
帯
メ
ー
ル
で
相

談
し
た
い
」
な
ど
の
要
望
が
多

い
。
小
野
寺
教
授
は
「
各
地
域

で
若
者
が
受
診
し
や
す
い
医
療

機
関
を
確
保
し
、
メ
ー
ル
も
含

め
て
受
診
方
法
を
相
談
で
き
る

窓
口
が
必
要
だ
」
と
話
し
た
。

●
緊
急
避
妊
ピ
ル
も

一
方
、
十
代
の
人
工
妊
娠
中

絶
は
減
少
傾
向
の
よ
う
だ
。
国

内
の
人
工
妊
娠
中
絶
は
一
九
五

五
年
の
約
百
十
七
万
件
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
き
た
が
、
十
代

は
九
○
年
代
半
ば
か
ら
急
増
。

人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率
（
十
五

#
十
九
歳
女
性
人
口
千
人
あ
た

り
の
件
数
）
は
九
五
年
の
六
・

二
か
ら
、
二
○
○
一
年
に
は
一

三
・
○
と
倍
以
上
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
○
二
年
か
ら
は
減

っ
て
お
り
、
○
五
年
は
九
・
六

ま
で
減
少
し
た
。

日
本
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
北
村
邦
夫
所
長
ら
は
、
今
年

一
月
に
全
国
約
八
百
の
産
婦
人

科
施
設
を
対
象
に
調
査
を
実

施
。
.
％
が
「
二
十
歳
未
満
の

人
工
妊
娠
中
絶
は
減
っ
た
」
と

回
答
し
た
。

減
少
の
理
由
と
し
て
「
避
妊

に
失
敗
し
た
り
、
性
犯
罪
被
害

に
遭
っ
た
と
き
に
、
七
十
二
時

間
以
内
に
飲
む
緊
急
避
妊
ピ
ル

（
Ｅ
Ｃ
）
の
普
及
」「
性
教
育

の
効
果
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

北
村
所
長
は「
十
代
に
限
ら
ず
、

中
絶
を
減
ら
す
た
め
に
、
低
用

量
ピ
ル
（
Ｏ
Ｃ
）
と
Ｅ
Ｃ
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

し
て
い
る
。

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
は
、
二
百
一

個
の
コ
バ
ル
ト
小
線
源
を
半
球

状
に
設
置
し
、
ガ
ン
マ
線
を
一

点
に
集
中
さ
せ
て
病
巣
を
破
壊

す
る
装
置
。
ガ
ン
マ
線
が
透
過

す
る
細
胞
や
病
巣
周
辺
の
正
常

組
織
へ
の
悪
影
響
が
少
な
い
の

が
特
長
で
、
国
内
に
は
一
九
九

○
年
に
導
入
さ
れ
、
現
在
は
約

五
十
施
設
で
稼
働
し
て
い
る
。

「
腫
瘍
が
直
径
三
0
以
下
な

ら
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
で
治
療
で
き

る
が
、
そ
れ
よ
り
大
き
か
っ
た

り
脳
幹
部
に
近
か
っ
た
り
す
る

と
、
手
術
で
取
る
し
か
な
い
」

と
、
三
愛
病
院
脳
神
経
外
科
の

小
原
琢
磨
部
長
は
説
明
す
る
。

安
全
に
長
所
生
か
す

だ
が
、
腫
瘍
に
埋
ま
っ
た
神

経
、
血
管
を
傷
付
け
な
い
よ
う

に
手
術
す
る
の
は
難
し
く
、
手

術
後
の
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
を

想
定
せ
ず
に
取
れ
る
だ
け
取
る

こ
と
が
多
い
の
が
実
情
だ
。

い
か
に
安
全

に
、
そ
し
て
ガ

ン
マ
ナ
イ
フ
の

長
所
を
生
か
せ

る
手
術
を
行
う

か
#
。
四
千
五

百
例
以
上
の
ガ

ン
マ
ナ
イ
フ
治

療
に
当
た
っ
て

き
た
東
京
女
子

医
大
病
院
脳
神
経
外
科
の
林
基

弘
講
師
の
提
案
で
、
ガ
ン
マ
ナ

イ
フ
で
対
処
で
き
る
部
分
を
ま

ず
決
め
、
手
術
で
取
る
部
分
や

残
す
部
分
、
神
経
や
血
管
を
色

分
け
し
た
三
次
元
画
像
を
作

り
、
そ
れ
に
従
っ
て
手
術
す
る

こ
と
に
し
た
。

三
次
元
画
像
は
、
磁
気
共
鳴

画
像
装
置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
で
脳
を

○
・
五
1
の
厚
さ
に
輪
切
り
に

し
た
格
好
の
百
数
十
枚
の
画
像

が
基
に
な
る
。
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ

治
療
の
計
画
を
立
て
る
の
に
使

う
専
用
ソ
フ
ト
「
ガ
ン
マ
プ
ラ

ン
」
で
、
腫
瘍
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
見
た
三
次
元
画
像
を

七
十
#
八
十
枚
作
る
。

八
月
半
ば
、
良
性
腫
瘍
で
あ

る
髄
膜
腫
の
七
十
代
女
性
の
手

術
が
三
愛
病
院
で
行
わ
れ
た
。

目
の
奥
に
当
た
る
部
分
に
で
き

た
腫
瘍
は
、
直
径
が
最
大
約
七

0
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
視
神

経
を
圧
迫
し
て
失
明
す
る
恐
れ

が
強
い
。

小
原
部
長
と
助
手
を
務
め
る

医
師
が
、
手
術
用
顕
微
鏡
を
の

ぞ
き
な
が
ら
、
超
音
波
で
腫
瘍

を
少
し
ず
つ
崩
し
な
が
ら
吸
引

す
る
。
時
々
、
三
次
元
画
像
を

顕
微
鏡
の
画
面
に
映
し
出
し
、

腫
瘍
に
隠
れ
て
見
え
な
い
神
経

や
血
管
の
位
置
を
確
認
、
再
び

病
巣
に
挑
む
。

角
度
の
連
動
が
課
題

三
次
元
画
像
で
計
画
を
立
て

た
手
術
は
、
昨
年
十
月
か
ら
今

年
六
月
ま
で
に
八
例
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
の
カ
ー
ル
ツ
ァ
イ
ス
・
メ

デ
ィ
テ
ッ
ク
（
東
京
都
）
に
依

頼
、
手
術
中
に
顕
微
鏡
の
画
面

に
出
し
計
画
通
り
に
進
ん
で
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
た
手
術
は
、
前
日
に
続

き
こ
の
日
が
二
例
目
だ
。

ど
の
部
位
の
切
除
を
進
め
て

い
る
か
を
示
す
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
も
併
用
し
な
が
ら

手
術
は
進
み
、
腫
瘍
の
/
％
を

切
除
し
て
約
六
時
間
半
で
無
事

に
終
了
し
た
。

「
三
次
元
画
像
の
切
り
替
え

は
手
元
の
ス
イ
ッ
チ
で
で
き
、

性
に
か
か
わ
る
偏
っ
た
情
報
が
は
ん
ら
ん
す
る
中
、
若

者
の
性
感
染
症
が
流
行
し
、
性
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
る
。
十
代
の
性
の
現
状
の
問
題
点
と
、
そ

の
健
康
を
守
る
た
め
に
何
が
必
要
か
が
、
東
京
・
慈
恵
医

大
で
開
催
さ
れ
た
日
本
思
春
期
学
会
で
論
議
さ
れ
た
。

日本思春期学会で開催された性の健康をめぐるシンポジウム"
８月'日、東京都港区の慈恵医大

■肺炎球菌感染症で相談窓口
肺炎球菌によって起きる肺炎や髄
膜炎、中耳炎などの「肺炎球菌感
染症」に関する問い合わせに応じ
るコールセンターを、万有製薬が
１日に設置した。フリーダイヤル
０１２０・６６８９１０。平日の午前$時か
ら午後６時、来年３月*日まで。
日本人の死因の第４位を占める

肺炎の中でも、肺炎球菌による肺
炎は重症化しやすく、高齢者や慢

性疾患のある人はワクチン接種が
有効とされる。コールセンターで
は、病気の概要や予防法の説明の
ほか、最寄りのワクチン納入医療
機関の紹介なども行う。
コールセンター設置は昨年度に

続き２回目。「風邪やインフルエ
ンザの流行期を迎える前から情報
を提供し、より効果的な予防対策
を」として、昨年度より２カ月早
く設置した。

■高血圧薬の情報を公開 患者
が病状を十分に知らないまま薬を
服用しているため、飲み間違いや
飲み忘れが多いのではないか。こ
うした問題意識から、製薬業界で
構成する「くすりの適正使用協議
会」が具体的な病気と薬の詳しい
情報提供をインターネットで始め
た。
今回は高血圧の薬約１７００を収

録。発症原因や治療方針と関連づ

け、使用上の注意や副作用も含め
て紹介している。解説は日本高血
圧学会ガイドラインに準拠した。
患者が治療のパートナーになる

ように、自分の病気や処方薬をよ
く理解してもらうのが狙いで、高
血圧編はその第一弾。引き続き、
患者が多い病気で順次、情報サイ
トを立ち上げる。
（問）同協議会!０３・３６６３・８８９

１。

１５
日
、県
介
護
福
祉
士
会

介
護
の
悩
み

電
話
で
相
談

県
介
護
福
祉
士
会
は
十

五
日
、
電
話
相
談
会
を
開

く
。十

五
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
の
老
人
週
間
に
合
わ

せ
て
実
施
。
同
会
の
メ
ン

バ
ー
が
介
護
に
つ
い
て
悩

み
を
聞
き
、
助
言
す
る
。

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
。
無
料
。

（
問
）
と
ち
ぎ
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
共
同
事
務
所

内
の
同
会
!
０
２
８
・
６

０
０
・
１
７
２
５
、
フ
ァ

ク
ス
０
２
８
・
６
０
０
・

１
７
３
０
。

顕
微
鏡
か
ら
目
を
離
さ
ず
に
神

経
や
血
管
を
確
認
で
き
る
。
こ

の
手
法
で
な
け
れ
ば
十
#
十
五

時
間
は
か
か
っ
て
い
た
」
と
小

原
部
長
。
神
経
が
落
ち
着
く
の

を
待
っ
て
、
数
カ
月
に
ガ
ン
マ

ナ
イ
フ
治
療
を
行
う
予
定
だ
。

小
原
部
長
は
「
こ
の
手
法
の

最
終
形
」
に
向
け
た
課
題
を
二

つ
挙
げ
る
。

一
つ
は
、
顕
微
鏡
の
角
度
を

変
え
た
ら
、
そ
れ
に
連
動
し
て

三
次
元
画
像
が
動
く
よ
う
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
手
術
の
難
易

度
を
左
右
す
る
、
腫
瘍
の
大
き

さ
、
場
所
、
硬
さ
、
出
血
の
程

度
の
四
要
素
の
う
ち
「
実
際
に

手
術
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
硬

さ
が
、
画
像
と
し
て
表
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
期
待
し

て
い
る
。

放射線治療装置ガンマナイフの技術を応用
し、脳腫瘍（しゅよう）の三次元画像を作成、
手術用顕微鏡の視野に見えるようにすること
で病巣摘出手術を安全に行う手法を、三愛病
院（さいたま市）と東京女子医大などのグル
ープが開発した。腫瘍に隠れた神経や血管の
位置が、手術中でも正確、簡単に分かり、手
術時間も従来より短くできるという。

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
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小原琢磨・三愛病院
脳神経外科部長

ＭＲＩ画像を基に作成した脳腫瘍の３次元画像。
緑色は手術で切除する部分、紫色は手術では残し
ガンマナイフで治療する部分、赤色とオレンジ色
は血管、青色は神経を示す（三愛病院提供）

顕
微
鏡
の
視
野
に
投
影

ガガ
ンン
ママ
ナナ
イイ
フフ
技技
術術
応応
用用

１０
代
の
性
の
健
康
守
れ

男女の!経験"
差がなくなる

日日本本思思春春期期学学会会でで論論議議
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